
第２学年〇組 技術・家庭科（家庭分野）学習指導案 

指導者 久永 美穂  

１ 題 材 「だれもが過ごしやすい住空間とは？～未来のわたしの住まいづくり～」 

２ 指導観 

○ 住まいとは，暮らしの拠点であり，家族が生活するための器である。少子高齢化のさらなる進

展，家族という概念の変化，地域との関係，IoT に代表される技術革新など，住宅とそれを取り

巻く環境が変わりつつある。住まい方を充実させることは，人生を豊かにすることにつながる。 

  本題材では，自分の住生活を振り返りながら，誰もが安心して生活することができる環境を探

る活動を通して，安全で快適な住まい方を捉えることをねらいとしている。学習内容としては，

住居の機能，日本の伝統的な住まい方，家族の関わりと住空間の使い方，快適な住環境の条件，

幼児や高齢者のいる家庭における住空間の安全性，災害への住まいの対策，環境共生の住まい方

などがある。このような学習内容から，健康で安心・快適な生活を送るために住まいに求められ

ることや，住生活のよりよい実現に向けての必要な要素に気付かせることができる。また，ライ

フステージに合わせた課題解決を行うことで，よりよい住生活を創るためには，自分が住まいの

主人公であるという，主体者意識をもたせることができる。そして，住生活を見つめることは，

共に生活していく基盤を築くことにもつながる。以上のことから，本題材を学習することは，現

在から将来の住生活において，よりよい住まい方を見出すことができるため大変意義深い。 

○ 本学級の生徒は，小学校における家庭科の学習において，住まいの主な働きや季節に合わせた

住まい方，整理・整頓や清掃の仕方について学習をしている。アンケートの結果によると，住ま

いの学習に興味がある生徒〇％で他の食や衣の分野と比べて，低い傾向にある。住まいの学習の

中で興味があることは，「室内のインテリアについて」が〇％，「室内の掃除の方法について」

が〇％，「快適に住まう方法について」が〇％であるのに対して，「住まいの安全対策につい

て」は〇％であり，安全に対する意識は高くない。さらに，安全に住まうための家庭での工夫を

問うたところ，〇％の生徒が分からないと答えた。非常時の備えについても，非常持ち出し袋や

非常食の準備など，物の備えをしている家庭は多いが，室内の備えを答えた生徒はほとんどいな

かった。室内の空間の使い方については，家族任せで主体性をもって考えている生徒は少ない。

また，「住まいの中で環境に配慮していることは何か」に対し，「特にない」と答えた生徒が

〇％ほどであり，自分の住まい方がどのように環境に影響を与えているのか意識して生活をして

いる生徒が少ないことがうかがえる。これらのことから，安全で快適な住まい方や持続可能な社

会をめざした住まい方を実践しようとする態度を身に付けることが必要であることが分かった。 

○ 本題材の指導にあたっては，誰もが安全・快適に住まうためのマニュアル作成を学習課題に設

定し，自身の住まい方の現状を把握し，改善しようとしたり，安全・安心かつ快適に暮らせる住

まい方について提案したりさせることで，今後の豊かな住生活につなげさせたい。そのためにま

ず，安全で快適な住まいについて話し合わせる。ここでは，安全で快適な住まいについて自分の

考えと他者の考えを比較させるために，オンラインホワイトボードで意見を集約させ，共通項を

示す。次に，安全で快適な住まいの条件を探らせる。ここでは，伝統的な和式の住まい方をイメ

ージしやすくするために，特徴的な部分を拡大して提示する。また，住空間を再現し，視点を広

げて室内の状況を観察させるために，３ＤＣＡＤソフトウェアを用い，室内の状況を立体的に確認さ

せ，誰もが安全に住むことができる条件を問う。さらに，自分の家庭を安全で快適な住空間にす

るための実践を行わせる。ここでは，自分の家庭の課題に気付かせるために，各自撮影しておい

た生活空間を基に，安全・快適の視点で問題点を問う。最後に，これからの安全で快適な住生活

について考察させ，今後の生活に生かせる住まいのマニュアルを作成させる。ここでは，自分の

生活の変容を促すために，リフレクションシートを振り返らせ，今後の課題へ向けて助言する。 

３ 目 標 

 ○ 生活と住空間の関わり，住居の機能，家庭内事故や自然災害から住まいを守る方法など，安全

を考えた住空間の整え方について説明することができる。 

 ○ 自分の住まい方を見つめ，家庭内事故や自然災害における家族の安全を踏まえた住空間の整え

方について，課題を設定し，解決策を構想することができる。 

 ○ 自分の住まい方を振り返り，課題解決に進んで取り組んだり，これからの自分や家族の住生活

に生かそうとしたりしている。 



４ 計 画（９時間）       知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度 

次 配 時 学習活動・内容 手だて（◯）研究に関する手だて（◎）  評価規準 

一 ２ 

 

 

１ 安全で快適な住まいにつ

いて話し合う。 

・住まいの働き 

 

 

 

 

 

２  住まい方の変化を調べ

る。 

・日本の伝統的な住まい方 

・生活行為と住まいの空間 

◎ 安全で快適な住まいについて自分の

考えと他者の考えを比較させるため

に，電子ホワイトボードで意見を集約

させ，共通項を示す。 

【Ｃ２】 

 

 

 

◎ 和式の住まい方をイメージしやすく

するために，特徴的な部分を拡大して

提示する。 

        【Ａ１】 

態：安全で快適な住ま

いについての課題を

見つけようとしてい

る。 

 

 

 

 

知：生活と住空間のか

かわりについて説明

できる。 

二 ４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本

時 

３ 暮らしやすい住まい方を

提案する。 

 ・家族の住まい方 

 ・空間の使い方 

４ 快適な室内環境の整え方

を探る。 

 ・室内環境と健康被害 

 ・シックハウス症候群 

５ 安全・安心な住まい方を

話し合う。 

・家庭内事故の防止 

 ・バリアフリー 

・ユニバーサルデザイン 

 

６ 地域の災害の危険性と対

策を探る。 

 ・災害と防災・減災 

 ・地震への備え 

 

 

 

 

〇 住まいの環境の問題点に気付かせる

ために，教室内の室内環境を調べさ

せ，よい条件と比較する。 

 

◎ 住空間を再現し，視点を広げて室内

の状況を観察させるために，３ＤＣＡ

Ｄソフトウェアを用い，室内の状況を

立体的に確認させ，誰もが安全に住む

ことができる条件を問う。 

【Ｂ３】【Ｃ３】 

◎ 家庭の災害対策につなげさせるため

に，生活空間の記録を用いて，できる

ことを問う。 

【Ｂ２】 

知：住まいの特徴と住

空間のかかわりにつ

いて説明することが

できる。 

思：健康・快適のため

の住空間の整え方を

検討することができ

る。 

思：家庭内の安全対策

を見つけることがで

きる。 

 

 

 

思：災害に備えた住ま

いの在り方を提案す

ることができる。 

三 ２ 

 

 

７ 安全で快適な住空間を作

る。 

（1） 課題を設定し，実践計

画を立てる。 

 ・家族の安全 

 ・室内環境の整え方 

 

 

◎ 自分の家庭の課題に気付かせるため

に，各自撮影しておいた生活空間を基

に，安全・快適の視点で問題点を問

う。 

【Ｂ６】 

 

 

態：家族の安全を考え

た住まい方につい

て，課題の解決に主

体的に取り組もうと

している。 

  ※家庭実践を行う。  

  （2） 家庭実践について発表

する。 

 ・住空間の使い方と安全 

 

◎ 次につながる振り返りにさせるため

に，各自が行った実践をデータで保存

させ，交流の場を設定する。 

【Ｃ６】 

思：実践の改善点をま

とめ，今後の課題を

見つけることができ

る。 

四 １ ８ これからの安全で快適な

住生活について考察し，誰

もが使えるマニュアルを作

成する。 

 ・持続可能な住まい方 

◎ 自分の生活の変容を促すために，こ

れまでのリフレクションシートを振り

返らせ，今後の課題へ向けて助言す

る。 

    【Ｂ７】 

態：よりよい住生活を

めざして，住居の機

能と安全性について

検討しようとしてい

る。 

学習課題 

｢住まいのアドバイザー｣として様々な人の悩みにアドバイスしよう。 



５ 本 時  令和３年〇月〇日（〇） 第３校時 計画 第二次の１ ２年〇組教室にて 

（1） 主 眼 

○ モデル家族の安全を考慮した住空間の使い方を検討する活動を通して，自分の家庭での安全

対策について説明することができる。 

（2） 準 備 

  ①家庭内事故死の原因のグラフ ②家庭内事故と交通事故の比較のグラフ  

③３ＤＣＡＤソフトウェア ④意見集約シート 

（3） 過 程 

学習活動・内容 準備 手だて（○）と研究に関わる手だて（◎）評価（◇） 形態 配時 

１ 身近なヒヤリハットにつ

いて話し合う。 

 ・家庭内の危険 

 ・家庭内事故 

 

 

 

 

① 

② 

○ 日常的な転倒や転落が大きな事故につな

がることに気付かせるために，家庭内事故

死の原因についてのグラフを示す。 

一斉 

 

７ 

 

 

 

２  モデル家族の家を想定

し，起こりうる事故を見つ

ける。 

 ・幼児の特徴と危険 

・高齢者の特徴と危険 

③ ○ どの立場の人でも安全に生活できるよう

にするために，モデル家族に幼児と高齢者

を設定する。 

◎ 住空間を再現し，視点を広げて室内の状

況を観察させるために，３ＤＣＡＤソフト

ウェアを用い，室内の状況を立体的に確認

させ，幼児や高齢者などライフステージに

合わせて，安全に住むことができる条件を

問う。        【Ｂ３】【Ｃ３】 

 

個 

↓ 

小集団 

 

 

15 

 

 

 

 

 

３ 家庭内事故の防ぎ方をま

とめる。 

 ・住空間の整え方 

 ・バリアフリー 

 ・ユニバーサルデザイン 

④ ◎ 幼児や高齢者をはじめとする様々な人の

立場で安全に暮らせるようにするために，

端末で家庭内事故につながる危険箇所等を

集約し，他のグループの意見も参考にしな

がら，自分や家族で改善可能な方法を見つ

けるよう指示する。 

              【Ｃ２】 

〇 家族の構成や個々の住まいに応じて空間

を整える必要があることに気付かせるため

に，モデル家族の立場での改善策を問う。 

 

小集団 

↓ 

一斉 

 

18 

 

４ 自分の家を安全で快適な

住まい方にするための計画

についてまとめる。 

 ・家庭内事故の予防策 

 

 

 ○ 家庭での取り組みを可視化させるため

に，安全の視点での課題と快適の視点での

課題を問う。 

◇ 家庭内事故に関する課題を見つけ，自分

の家庭で取り組める安全対策についてまと

めているか。      ＜ノート分析＞ 

 

個 10 

 

めあて 
 家庭での危険や事故につ
いて，その要因と対策を探
ろう。 


